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国経研 だ よ り
「諸行無常」とはいうけれど・・・ 

石積 勝 

前回のこの国経研だより（2019年3月）では行川、

岡本、後藤の各先生から定年退職にあたっての寄稿文

をいただき、所長として僕も短い感謝の文章を書いた。

また教授会では岡本、後藤の両先生から長年の神大勤

務を振り返るご挨拶があった。いずれも心に沁みるも

のだったが、後藤先生（この時点では副学長）からは

「長年一緒に仕事し、じつは自分と同じ歳で、本来一

緒に今日退任の挨拶することになっていたであろうは

ずの、先に逝ってしまった二人の先生について触れた

い」というご挨拶があった。「ずいぶんと構成メンバ

ーも変わってしまったので、その二人を知るメンバー

も少なくなったかもしれないが」と前置きされ、その

お二人について簡潔に「加藤薫先生は、＜国際＞が経

営学部の生きる道だという信念のもとで全力投球され

た」「丸岡洋二先生は神大で学生運動をやり、カリキ

ュラム改革は永久革命だという思いでいた」というお

話をされた。ご自身の退任あいさつで、もっぱら先に

逝った二人の同僚について語られるのは、いかにも後

藤先生のお人柄だが、そこには残るメンバーへの気負

いのないメッセージもあったと思う。 
 

僕も感慨深くお二人を想い出した。加藤さんは学部

開設準備の文字どおりの中心だった。僕も一緒にやっ

たが、なんといっても加藤さんは AO・自己推薦入試

（当時は一芸入試）、国際教育、VAC(Value Added 
Campus)構想など、今では学内外でも当たり前なこ

ととなった、しかし当時では革命的な施策を 30 年前

に打ち出し、学部内外の抵抗に怯まず前に進める役割

を体を張って担った。圧倒的に不利な条件の中で、こ

こまで経営学部が生き延びてきたことの多くは、加藤

さんの先見性と突破力に負っていると僕は弔辞で述べ

た（学長としての所要で代読になったが）。丸岡さん

は加藤さんとは少し違うスタイルで学部を牽引してく

れた。思想はラジカルに、しかし重心は低く、その人

柄と熱意で絶大な信頼を学生からも教職員からも集め

ていた。僕自身が学部長を務めていた時、学科主任と

して究極の誠意と正義感で学部運営を進め、その真最

中に命を落とすことになった。「試みよ、試みよ、そ

して試みよ」が彼のモットーだったが、それを辛い思

いとともに葬儀の弔辞の締めくくりとして僕は使わせ

てもらった。 
 
その丸岡さんと国際経営研究所の専任研究員とし

て机を並べていたのがテｲオフィラス・アサモアさん

で、丸岡さんもアサモアさんも専任教員を凌駕する熱

意と行動力で学生を励まし、学部運営に献身されてい

た。初代、二代、三代の学部長の箕輪・衣笠両先生か

らの「専任教員として同時にお二人を加えたい」とい

う提案には教授会メンバーも諸手を挙げて賛同した。

アサモアさんについては別に寄稿文を要請されている

のでそちらに譲るが、いずれにせよこの 3 名は皆、国

内外での経験を踏まえ日本の大学教育に風穴を開け

たいという思いで全力疾走されてきた。そうした先生

方がわれわれより先に、定年前に逝ってしまうとは、

なんとも不条理を感じるところだ。諸行無常といえば

それまでのことではあるのだが・・・。 
 
先日の教授会で、学部運営のそもそもの考え方につ

いて何名かの先生方が触れられこともあり、あえて今

回は過去を振り返りつつこの短文を認めさせていただ

いた。 
 
Ｐ.Ｓ. 丸岡さんの「現代大学教育の問題点」という

遺稿、加藤さんへの僕の弔辞、ついでに『国際教育の

実践』（白桃書房）など、過去の資料ですが、ご希望

の方は国際経営研究所でコピー等入手ください。 

（国際経営研究所 所長／いしづみ・まさる） 

 

神奈川大学 国際経営研究所 

〒259-1293 平塚市土屋 2946 

神奈川大学湘南ひらつかｷｬﾝﾊﾟｽ 

℡ 0463-59-4111（内線 2200） 

 



国経研だより   (二面)                   No.61（2019/05/01） 
 

  

 2019年度研究所所員の構成数（4/1現在） 

所員（専任） 42名 

特任教員  8名 

客員研究員  14名 

常任委員  4名（新規委員 2名） 

Welcome!! 

＜2019年度新任の先生のご紹介＞ 

知花 愛実 助教 

先住民政治学・Global Politics・人文地理学

所員としてメンバーに加わりました!! 

 2019年度研究所常任委員業務 

所長 石積 勝 

常任委員（4名）（新任はゴシック） 

阿部克彦 <研究事業担当>（講演会など） 

山崎友彰 <広報担当>（国経研だより/HP） 

飯塚重善 <地域連携事業担当> 

小島大徳 <出版担当> 

※2019 年度事業活動、共同研究プロジェクトに

ついては次号に掲載します。 

 

 2018年度事業活動報告 

 出版活動 

Project Paper 44号（2019.3.31刊行） 

『経済活動と倫理』 （代表：照屋行雄） 

Project Paper 45号（2019.3.31刊行） 

『Discussion Materials for “Internati

onal Politics” and /or “Area Studies-

Japan”』 （代表：石積勝） 

 

国際経営フォーラム NO.29号（2018.12.25刊行） 

特集テーマ：『伝統と革新』 

特集論文2篇、研究論文5編、研究ノート2篇、

共同研究報告（中間報告）6篇を掲載 

国経研だより 

『国経研だより』NO.57,58,59,60発行 

 公開講演会 3回開催 

 2018.6.19 『武器輸出と日本』  

東京新聞 望月 衣塑子 氏 

 2018.7.6 『社会人そして経営者とは』  

株式会社栗田商会 栗田 武明 氏 

 2018.12.14 『女性も活躍できる社会を目指し

て』  

日本銀行 鵜飼 晴美 氏 

株式会社ランドマーク 青山 智子 氏 

※講演会については『国経研だより』NO.58, 

NO.59に写真と共に紹介しています。 

 地域連携・交流事業活動 

平塚市産業活性化セミナー後援 

★☆★ 編集後記 ★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 
第 61 号をお送りいたします。 

国際経営研究所所長の石積先生から執筆頂きまし

た文面より、創設メンバーの想いを窺い知ることが

できました。 

皆様には今年度も本研究所の活動をご支援いただ

きますようお願い申し上げます。（Y） 
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

2019年度国際経営フォーラムについて 

『国際経営フォーラム』NO.30 

特集テーマ：『令和時代の展望』 

申込締切：6月 28日(金) 

原稿締切：9月 30日(月) 

※査読の場合は 9月 20日(金)締切 

発行予定：2019年 11月 29日(金) 

期限厳守でお願いします。 

 

2019年度における国際経営研究所の活動について 

2018年度訃報 

ティオフィラス アサモア先生 

（神奈川大学 経営学部教授） 

2019年 1月 9日ご逝去されました。 

生前の多大なご功績を偲び、心よりご冥福をお

祈り申し上げます。 

7月下旬にお別れの会を予定しています。詳細

は追ってご案内します。 
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